
 
 

                                        

                                        

                                        

     

福
島
で
原
発
震
災
が 

現
実
に
な
っ
て
し
ま
っ
た 

  

福
島
「
原
発
震
災
」
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま

い
、
未
だ
収
束
の
メ
ド
も
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
、

再
処
理
工
場
の
耐
震
点
検

は
、
①
膨
大
な
「
使
用
済
み

核
燃
料
」
と
超
危
険
な
「
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
」
が
存

在
し
、
そ
の
貯
蔵
プ
ー
ル
と

タ
ン
ク
が
敷
地
内
に
近
接

し
て
あ
る
事
、
②
変
動
地
形

学
者
か
ら
「
直
下
活
断
層
」

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
お

り
大
地
震
の
可
能
性
が
あ

る
こ
と
、
③
そ
の
上
で
、
プ

ー
ル
や
タ
ン
ク
等
の
堅
牢

性
や
、
冷
却
機
能
、
水
素
ガ

ス
の
掃
気
の
た
め
の
電
源

確
保
な
ど
が
総
合
的
に
論

ぜ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
主
張
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
「
原
燃
報
告
書
」

は
①
、
②
に
つ
い
て
ほ
と
ん

ど
言
及
せ
ず
、
③
の
、
非
常

電
源
確
保
の
み
に
問
題
を

限
定
し
て
論
じ
て
い
ま
す
。 

 
 津

波
も
直
下
大
地
震
の 

対
策
も
必
要 

 

報
告
書
で
は
、
ま
ず
、「
六

ヶ
所
再
処
理
工
場
は
標
高

約
五
五
ｍ
、
海
岸
か
ら
約
五

㎞
離
れ
て
い
る
の
で
津
波

の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は

考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
他

の
原
因
に
よ
る
全
交
流
電

源
供
給
機
能
等
が
喪
失
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
」
と

述
べ
て
い
ま
す
。 

 

 

一
七
七
一
年
、
沖
縄
の
石

垣
島
で
二
十
二
丈
二
尺
（
八

五
・
四
ｍ
）
に
達
す
る
津
波

が
襲
来
し
人
口
の
約
半
分

近
く
が
死
亡
し
た
と
い
う

記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
津

波
に
つ
い
て
も
っ
と
厳
密

な
検
討
が
必
要
で
す
。
さ
ら

に
、
変
動
地
形
学
者
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
る
敷
地
内
の

直
下
活
断
層
に
よ
る
大
地

震
に
つ
い
て
は
、
何
ら
触
れ

ら
れ
て
お
ら
ず
、
問
題
で
す
。 

技
術
未
確
立
で
工
場
休
止 

 

報
告
書
で
は
、
現
在
の
再

処
理
工
場
に
つ
い
て
「
工
程

内
で
の
放
射
性
物
質
の
増

加
に
繋
が
る
せ
ん
断
溶
融

は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
機

器
内
や
プ
ー
ル
の
核
燃
料

は
燃
焼
度
が
低
く
、
冷
却
期

間
も
長
い
も
の
で
あ
る
」
な 

ど
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
こ 

か
ら
何
を
言
お
う
と
し
て

い
る
の
か
全
く
意
味
不
明

で
す
が
、
実
際
に
は
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
を
強
行
し
た
も 

の
の
、
ガ
ラ
ス
溶
融
炉
の
技

術
が
確
立
せ
ず
、
休
止
に
追 
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原
子
力
安
全
・
保
安
院
は
五
月
二
日
、（
株
）
日
本
原
燃

（
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
）
と
（
独
法
）
日
本
原
子
力
研
究
開

発
機
構
（
東
海
再
処
理
工
場
）
に
対
し
て
、「
福
島
第
一
、

第
二
原
発
等
の
事
故
を
踏
ま
え
た
再
処
理
施
設
の
緊
急

安
全
対
策
に
係
わ
る
実
施
状
況
報
告
に
つ
い
て
」
と
す

る
文
書
を
送
付
し
「
全
交
流
電
源
供
給
機
能
喪
失
時
の

対
策
、
放
射
性
物
質
の
崩
壊
熱
除
去
、
水
素
滞
留
防
止

機
能
喪
失
時
に
係
わ
る
対
策
」
に
つ
い
て
報
告
を
求
め

ま
し
た
。
日
本
原
燃
は
、
五
月
三
〇
日
に
そ
の
報
告
書

を
原
子
力
安
全
・
保
安
院
に
送
付
し
ま
し
た
。 

 
 

 

私
た
ち
市
民
団
体
が
、
長
年
指
摘
し
追
及
し
て
来
た

「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
耐
震
安
全
対
策
」
に
つ
い

て
、
や
っ
と
点
検
報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し

残
念
な
が
ら
、
絶
対
的
な
安
全
確
保
に
は
ほ
ど
遠
く
、

あ
ま
り
に
不
十
分
な
内
容
で
す
。 

 
私
た
ち
一
九
市
民
団
体
は
四
月
二
六
日
に
「
大
地
震

に
よ
る
放
射
能
放
出
防
止
に
関
わ
る
緊
急
質
問
状
」
を

原
燃
に
提
出
し
ま
し
た
。
六
月
三
日
に
そ
の
回
答
を
得

ま
し
た
が
、
現
在
、
内
容
を
精
査
中
で
す
。 

「１ｍ３漏れただけで、青森・岩手は全

員避難。被害は名古屋あたりまで及ぶ」

ものすごく危険な放射性廃液のタンク。 
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い
込
ま
れ
て
い
る
の
で
す
。

む
し
ろ
、
超
危
険
な
「
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
」
を
不
安

定
な
液
体
状
で
た
め
込
ん

で
危
険
な
状
況
に
あ
る
こ

と
が
問
題
で
、
き
ち
ん
と
報

告
す
べ
き
で
す
。 

 

再
処
理
工
場
は
事
故
を 

 

起
こ
す
前
に
撤
退
す
べ
き 

今
回
の
「
東
日
本
大
震
災
」

か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
た 

                         

 だ
一
つ
。
今
後
さ
ら
に
大
き

な
地
震
や
事
故
に
遭
わ
な

い
う
ち
に
、
再
処
理
工
場
は

こ
の
ま
ま
休
止
し
撤
退
す

べ
き
こ
と
。
膨
大
な
放
射
性

物
質
を
、
安
全
な
状
態
で
管

理
す
る
態
勢
に
一
刻
も
早

く
移
行
す
る
こ
と
。
巨
費
を

投
入
し
て
も
１
㍗
の
電
力

も
発
電
せ
ず
、
実
現
の
見
通

し
も
な
い
核
燃
再
処
理
工

場
は
存
続
す
る
意
味
が
あ

り
ま
せ
ん
。 

大
地
震
で
も
本
当
に
電
源

は
確
保
で
き
る
の
か
？ 

 

五
月
一
六
日
、
別
途
出
さ

れ
た
「
六
ヶ
所
再
処
理
施
設

の
外
部
電
源
の
信
頼
性
確

保
に
つ
い
て
」
と
い
う
報
告

書
で
は
、
工
場
の
外
部
電
源

は
「
東
北
電
力
の
上
北
変
電

所
か
ら
六
ヶ
所
変
電
所
を

経
て
一
ル
ー
ト
二
回
線
」
で

繋
が
っ
て
お
り
、
信
頼
性
の

確
保
に
は
、
さ
ら
に
別
の
発

電
所
か
ら
直
結
の
「
一
ル
ー

ト
が
追
加
さ
れ
る
べ
き
」
と

し
て
い
ま
す
。
現
在
の
再
処

理
工
場
は
、
東
通
原
発
と
計

画
中
の
大
間
原
発
と
共
通

回
線
で
あ
り
、
も
し
上
北
変

電
所
で
火
災
な
ど
の
事
故

が
起
き
た
場
合
は
、
電
源
喪

失
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。 

五
台
の
非
常
用
電
源
は 

大
丈
夫
か
？ 

 

「
報
告
書
」
で
は
、
外
部

電
源
が
喪
失
し
た
場
合
、

「
工
場
本
体
用
予
備
電
源
」

と
し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電

機
（
約
一
一
，
〇
〇
〇
㌔
㍗
）

が
一
台
あ
り
、
さ
ら
に
「
使

用
済
み
燃
料
受
け
入
れ
、
貯

蔵
施
設
」
の
た
め
の
第
一
非

常
用
デ
ィ
ー
ゼ
ル
発
電
機

は
約
四
，
四
〇
〇
㌔
㍗
で
Ａ
，

Ｂ
の
二
台
あ
り
、
片
方
の
み

で
電
源
確
保
が
出
来
る
と

し
て
お
り
、
さ
ら
に
「
再
処

理
本
体
の
安
全
上
重
要
な

施
設
」
の
た
め
の
第
二
非
常

用
電
源
と
し
て
、
デ
ィ
ー
ゼ

ル
発
電
機
（
約
七
，
三
〇
〇

㌔
㍗
）
が
Ａ
、
Ｂ
二
台
あ
る
、

片
方
で
電
源
を
確
保
出
来

る
、
と
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
五
台
の
非
常
用
発

電
機
は
絶
え
ず
整
備
し
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
使
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

電
源
車
は
地
震
で
損
傷
し

た
工
場
内
を
走
れ
る
か
？ 

「
外
部
電
源
も
、
非
常
用 

 
 
 
 
 

電
源
も
失
わ
れ
た
場
合
は
、  

 
 
 
  
 
 
 
 
 

一
六
〇
〇
㌔
㍗
の
デ
ィ
ー

ゼ
ル
発
電
機
を
積
載
し
た

電
源
車
が
準
備
さ
れ
て
い

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
直
下
大
地
震
の
場
合
は
、

工
場
内
の
道
路
が
著
し
く

損
傷
し
て
い
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
報
告
書
で
は

職
員
に
よ
る
非
常
電
源
確

保
の
訓
練
を
行
っ
た
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
地
震
直

後
の
悪
条
件
で
首
尾
良
く

電
源
を
繋
げ
る
も
の
か
心

配
さ
れ
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め

ケ
ー
ブ
ル
配
線
し
て
も
地

震
で
ず
た
ず
た
に
断
ち
切

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。 

 

冷
却
水
や
水
素
掃
気
の
た

め
の
配
管
は
損
傷
さ
れ
な

い
か
？ 

 

報
告
書
で
は
「
高
レ
ベ
ル

放
射
性
廃
液
の
貯
蔵
タ
ン

ク
の
冷
却
に
つ
い
て
は
、
独

立
し
た
Ａ
，
Ｂ
二
系
列
の
冷

却
塔
、
冷
却
水
送
水
ポ
ン
プ

な
ど
に
よ
る
二
系
列
の
循

環
系
が
あ
り
、
一
つ
の
ポ
ン

プ
が
故
障
の
場
合
で
も
循

環
を
迂
回
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
冷
却
を
維
持
で
き
る
」

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
タ

ン
ク
の
水
素
除
去
の
た
め

の
圧
縮
空
気
の
供
給
は
三

台
の
空
気
圧
縮
機
に
よ
っ

て
撹
拌
、
計
測
、
水
素
掃
気

を
行
っ
て
い
る
。
一
台
の
み

で
も
必
要
容
量
を
供
給
で

き
る
」
と
し
て
い
ま
す
。
問

題
は
地
震
に
よ
っ
て
複
雑

な
配
管
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
場
合
、
す
ぐ
復
旧
が
出

来
る
か
と
言
う
こ
と
で
す
。

「
エ
ン
ジ
ン
着
き
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
」
を
配
備
す
る
と

し
て
い
ま
す
が
有
効
に
活

用
す
る
に
は
整
備
と
訓
練

が
必
要
で
す
。 

 

三
〇
〇
〇
ト
ン
使
用
済
み

核
燃
料
プ
ー
ル
の
安
全
策 

「
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー

ル
」
に
つ
い
て
も
「
独
立
し 

た
Ａ
，
Ｂ
二
系
列
の
冷
却
塔
、

冷
却
水
循
環
ポ
ン
プ
な
ど

に
よ
っ
て
冷
却
が
維
持
さ

れ
、
真
水
に
よ
る
貯
水
槽 

（
約
一
万
立
方
ｍ
）
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
消
防
車
が
一 

台
配
置
さ
れ
、
非
常
時
注
水

が
出
来
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
問
題
は
、
や
は
り

地
震
の
場
合
、
核
燃
料
だ
け

で
約
三
〇
〇
〇
ト
ン
、
さ
ら

に
水
の
重
み
が
あ
り
、
プ
ー

ル
が
耐
え
ら
れ
る
の
か
、
荷

崩
れ
が
起
き
な
い
の
か
十

分
な
検
証
が
必
要
で
す
。
さ 

        

ら
に
、
循
環
系
の
配
管
が
損

傷
し
た
場
合
な
ど
は
ど
の

よ
う
に
し
て
注
水
で
き
る

の
か
対
策
が
必
要
で
す
。 

公
開
の
場
で
点
検
を 

 

 

再
処
理
工
場
の
安
全
確

保
の
た
め
に
は
、
正
確
な
資

料
に
よ
る
公
開
さ
れ
た
点

検
が
必
要
で
す
。
直
下
活
断

層
の
存
在
を
指
摘
し
た
変

動
地
形
学
の
渡
辺
満
久
教

授
は
、
最
近
の
Ｔ
Ｖ
出
演
で
、

「
六
カ
所
再
処
理
工
場
の

活
断
層
は
（
被
害
を
避
け
る

た
め
に
は
）
正
確
に
診
断
し

百
ｍ
オ
ー
ダ
ー
で
建
物
を

ず
ら
す
だ
け
で
も
」
有
効
と

発
言
し
て
い
ま
す
。
危
険
を

指
摘
し
て
き
た
学
者
、
工
場

に
係
わ
っ
た
技
師
や
作
業

員
の
意
見
も
含
め
て
万
全

の
対
策
が
講
ぜ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

●日本各地の原発から使用済み核燃料が集められ既に「３０００ト 

 ンプール」には２８８０トンが運び込まれ、満杯状態です。 
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